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「子育て支援」の基礎理念についての考察
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少子高齢化社会において，「子育て支援」の重要性が問題にされている。しかしながら，「子育て」そ
のものの意義について深く考察することなしに「子育て支援」が問題にされるために，「子育て支援」そ
のものの重要性，さらには，「子育て支援」に必要な専門性についてはほとんど評価されていない現状に
ある。
このような現状を鑑み，現代日本社会における少子化の根本的原因とともに少子化による「子育て」
の変質と重要性，さらには，「子育て支援」の新たな側面がもつ諸側面等について根本的考察を行ってい
くことによって，今後の「子育て支援」のあり方をより改善する契機を作っていきたい。
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1．はじめに
少子高齢化社会を迎え，労働力人口の減少の傾向は
さらに顕著になりつつある。それとともに女性の社会
参加は社会的常識になってきている。このような傾向
のなか，核家族化もますます進み，「待機児童数は，
2009年以降，2万人を超えて推移している 1)」。以上の
状況において，「子育て支援」という概念の重要性がか
つてなかったように大きく取り上げられ，問題にされ
るようになってきた。
生理的早産注 1)という形で生まれてくる人間におい
て，育児は必然的現象であるにもかかわらず，それを
行うのは基本的に実の母親によっているという常識が
崩れようとしている。
母親による育児は基本的には母性愛という本能的愛

によって成立し，母性愛はギリシア的愛の概念でいえ
ば，アガペー（授与愛）の形をとってあらわれてくる
のである。教育愛の根本的構造の核をなすアガペーを
基礎にする母性愛が人間の母親注 2)に本来備わってい
る。実の母親が自らの子どもをかわいいと感じるのは，
このような母性愛を大部分の母親はもっているからで
ある注 3)。
社会全体が理性的に物事を判断し，行動することが
進められていくと，このような母性愛という本能的愛
は必ずしも肯定されないことは明らかである。近代的
な国家になればなるほど，女性の社会進出が進み，そ
の結果，少子化が起こってくるのは近年の先進諸国の

状況を見れば明らかである注 4)。
このように人間社会の進化，合理化，経済至上主義
化が進むにつれて，人間自身がもつ本能的能力が失わ
れ，生理的早産として生まれてくる人間という種の特
徴を成立させる「人間における子育て」すら成立しに
くい状況が起きてきているのである。このような状態
は，個々の人間が自らの社会的立場よりも個人として
の立場の重要性を前面に出すことによって利己主義化
が進行した結果である。生理的早産で生まれてくる人
間において，「子育て」が成立しない状況が生じている
ということは，人間という種の存在の危機であるが，
そのこと自体理性的に判断すれば，個人の問題とレベ
ルが異なるがゆえに，少子化が進行していくのである。
実の親による「子育て」は人間という種の本能に導
かれる活動であるが，それが個人としての欲求に阻止
される現代社会において，人間という種を維持するた
めの機能を職業が受け持つことは必要不可欠である。
それこそが「子育て支援」であり，「子育て支援」は人
間の理性化の進行によって生じてきた「子育て放棄」
や「少子化」という現象を緩和，ないしは解消するた
めの理性的活動であるということができる。
「子育て支援」の必要性はその子を産んだ人間ではな
く，子育て実践を客観的立場から見る人がもつ考え方
であり，「子育て放棄」は子育てを実際に行っている母
親において生じてくる欲求である。それゆえ，「子育
て」という概念自体それぞれの置かれている人間の立
場によって異なる意義をもつものである。「子育て」の
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対象である子どもとの人間関係において血縁関係があ
る場合とない場合では，その子どもに対する根本的意
識が異なっているのである。
以上のような「子育て」における根本的問題を考慮
したうえで，「子育て」自体のもつ人間学的意義を考察
していきたい。

2．「子育て」のもつ人間学的意義
生理的早産として生まれてくることが種の特徴であ
る人間にとって，「子育て」という活動は不可欠の要素
である。それを成立させるために母性愛という本能的
愛を母親はもつ。しかしながら，人間社会の発展に伴
い，人間の多様な活動が成立してくるにつれて，理性
による活動の領域がますます増大してくる。つまり，
母親が母親としての役割を演じるだけでは済まなくな
り，多様な活動を個人的にも社会的にも行いたいとい
う欲求が生じてくる。その結果，「子育て」という本能
的母性愛から生じてくる活動を拒否する母親があらわ
れてくる。逆に理性的母性愛によって「子育て」を行
いたいという母親以外の人間もあらわれてくる状況が
ある。ただその「子育て」を行うのが実の母親による
ものであるか，その役割を代行する職業があり，その
職業が専門職としての条件を成立させるものであるか
どうかによって，「子育て」の意義自体が大きく変化し
てくる注 5)。
個としての親が自らの子どもを育てたいという欲求
をもつ母性愛と同様に，種としての親が次世代を育て
たいという種の母性愛ともいうべきものが成立してく
るのである。それゆえにこそ，保育士は実の子どもで
ない子どもに対しても母性愛をもち，育児を行うこと
ができるのである注 6)。
実の母親がもつ母性愛は，自分の子に対する特別な
母性愛であるのに対して，保育士がもつ母性愛は保育
活動を行うすべての子どもに対する無私の愛という形
をとらねばならない。その意味において，保育士であ
ること自体の基本にそのような専門的能力が求められ
るのである。
「子育て」という概念は人間教育の初期の教育（保
育）の時期の概念であり，従来実の母親によって行わ
れるものと考えられてきた。そのような実の母親によ
る「子育て」を補う補足的活動として保育が考えられ
てきたがゆえに，保育における専門性が評価されてこ
なかったのである。しかしながら，保育における専門
性の基礎は具体的な保育における実践というよりは，
保育の対象である乳幼児に対する教育愛でなければな
らない。実の母親の母性愛は教育愛の基礎であり，保
育士はこのような意味での母性愛をもっていることが
求められる。

プロの保育士は多様な子どもの状態に応じた保育が
できる。その背後には長年の経験に培われた教育愛が
あり，個々の子どもの状態を把握し，それに応じた保
育ができるのである。このような保育における専門性
が必ずしも正当に評価されていない現状にある。とい
うのは，保育の正当性は，その保育の結果いかに子ど
もが成長・発達するかという評価がなされなければな
らないが，現実には保育の後の学校教育の成果として
評価されるのが一般であり，乳幼児期の保育の成果と
しての評価が行われていない現状にあるからである。
われわれは「子育て」の人間学的意義について，よ
り長期的視点で乳幼児期の保育のあり方について考察
しなければならない。そして，保育の本来もつ重要性
を評価しなければならない。

3．「子育て支援」を構成する基礎理念
実の母親による「子育て」を支援するのは，誰のた
めに行うべきなのかをまず考察しなければならない。
「母親のためなのか」，「子どものためなのか」，さらに
は「保育士のためなのか」という問題である。それぞ
れについて考察する。

（1）母親のため
男女共同参画社会の進行に伴って，女性の社会参加
の条件づくりとしての「子育て支援」という考え方が
広がっている。零歳児保育園の増加，認定こども園の
設置等は，女性の育児負担の軽減を第一の目的にして
いる。まさに，母親である女性のために「子育て支援」
を行うという考え方である。女性の人間としての権利
が育児によって制限されるという考え方は，近代男女
共同参画社会においては，問題視され，改善されるべ
き考え方である。「母親になる」ということは，「次世
代を産み育てる」ということを意味し，そこには，必
然的に「子育て」の概念が含まれていなければならない。
しかしながら，現代社会においては自己意識に基づ
く生き方を尊重されることが基本的人権の基礎の一つ
になっているため，母親という立場に立つことによっ
て，人間としての権利が制限されることは大きな問題
である。人権を尊重することが現代社会における最大
のテーマであり，その結果，新たなさまざまの問題が
生じてきているのである注 7)。
このように母親のための「子育て支援」は母親自身
による「子育て」そのものの軽視に繋がる危険性があ
る。現実に男女共同参画育児の考え方は，「子育て」さ
れる子どもの成長・発達に応じた「子育て」ではなく，
「子育て」する側の都合に応じた育児になってしまう傾
向がある。
「子育て」も「子育て支援」もともに母親のためだけ
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であるのでなく，それを受ける子どものためのもので
なければならないことを忘れてはならない。

（2）子どものため
本来，実の母親による「子育て」は子どもにとって

最適のものでなければならない。しかしながら，現状
においては，育児ノイローゼになったり，育児放棄し
たりする母親，実の母親による虐待等の形で，母親自
身の状況やその改善策は問題にされるが，子どものた
めの「子育て支援」という考え方が必ずしも前面には
出されていない。
「子育て」は乳幼児期の子どもの成長・発達に不可欠
の育児であり，それは基本的に保育という形で行われ
るべきものである。子どもの成長・発達に必要不可欠
の「子育て支援」とは，保育の専門性に導かれた方法
論を母親による育児に活かすことでなければならない。
そして，そのような「子育て支援」がなされることに
よって，母親のみによって行われる「子育て」よりも
子どもの成長・発達にプラスになる要素が存在してい
なければならない。
それゆえ，「子育て支援」を行う者の乳幼児教育にお
ける専門性は高度であると同時に現実的有効性をもつ
ものであることが求められる。母親による「子育て」
は基本的に母性愛によって導かれる育児であり，母親
以外の多様な活動を行う現代の女性においては，「子育
て」に関する情報についても，他の多様な情報の一つ
として受け入れることになるので，本能的な母性愛に
よる育児が成立しにくくなる。このような状況におい
て，子どものための育児は母親にのみ任せられるべき
ものではなく，専門的知識や技術を持った保育士等に
よる「子育て支援」を伴うものでなければならないの
である。母親のみによって行われるよりも，保育の専
門家である保育士によって行われる保育の方が子ども
の成長・発達にプラスになる要素が多いことが必然的
に認められなければならない。また，そのことを社会
も，親も保育士自身も当然のこととして認める程度の
専門性を保育士はもたねばならないのである。しかし，
現実にはそこまでの保育士の専門性が認められていな
いのである。
「子育て支援」という保育の専門家である保育士によ
る活動が，子どものためになっているという現実が必
要不可欠なのである。

（3）保育士のため
母親による子育てを支援する立場の専門職である保
育士は保育のプロでなければならない。保育は養育・
保護・教育という 3つの要素から成り立ち，保育士は
個々の子どもの成長・発達の状態から，それぞれの要

素のうちどの要素にウエイトを置くべきかを個々の子
どもにおいて適正に判断し，実践していかなければな
らない。
専門職としての保育士の専門性に対する社会的評価
は一般に専門職といわれる職業に比べて極めて低い。
それは保育がすべての女性の行う活動であるという認
識，さらには，育児経験を持たない若い保育士の専門
性に対する基本的疑問に起因している注 8)。保育士の専
門性のレベルアップ，および，そのレベルアップに伴
う待遇改善によって，保育士自身の保育に対する取り
組みが変化してくると考えられる。
また，保育士の専門性のレベルアップにより，母親
の意識の変化，さらには，保育に対する社会的評価が
変化してくる。「子育て支援」を行う専門職としての評
価は，乳幼児期における保育のその後の教育に対する
影響によって具体的な有効性を証明することができる。
しかしながら，現実には保育の後の教育の成果として
評価され，保育そのものの評価はほとんどなされてこ
なかった。現実には実の母親の「子育て」が十分にで
きないから行う保育士による「子育て支援」であり，
保育士による「子育て」の質が実の母親による「子育
て」より高い質の育児であるということは必ずしも実
現できないのである。
以上のように，「子育て支援」の再考により保育を構
成する母親，子ども，保育士のすべてに焦点を当てた
あり方の吟味，今後の改善策等について多面的に問題
にしていくことが必要である。

4．少子化による「子育て」の変質
近代的な社会の発展に伴い，人間は多様な立場に立
ち役割を演じることが求められる社会になってきた。
それに伴って，生理的早産として誕生する人間という
種の特殊性から生じる「子育て」の重要性が見失われ
ている。社会の発展と教育の充実に伴い，人間は種と
しての本能よりも個人としての欲求を前面に出す生き
方をするようになってきた。個人として「生きる」権
利を尊重するあまり，種としての人間のあり方を外か
ら強制されないことが当然のこととなっている。少子
化はその必然的結果であるということができる。次世
代を維持・発展させたいという欲求ではなく，自らの
子孫（自分と自分の子ども）のためという私的欲求を
前面に出して生きることが人間の権利であるという考
え方をもつ現代人にとって，少子化は必然的現象であ
る注 9)。
このような少子化社会において，子育てに喜びを感
じ，集中できる人間は少ない。むしろ，自らの個人的
欲求を実現するために子育ては妨げになる活動であり，
子育て自体を重要な活動と認識しない傾向が一般的に
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なりつつある。それゆえ，保育に対する考え方も，自
らが行う保育ではなく，保育士に対して保育という要
求を実現させるという考え方に繋がるのである。つま
り，母親は保育士を教育者として信頼し，尊敬するの
ではなく，保育士を自らの要求を実現するための手段・
道具とみなし，低く評価するようになるのである。
少子化によって一人一人の子どもに充実した教育を
与えるという考え方は，少年期以降の教育注 10)に関する
ものであり，乳幼児期の保育に関するものではない。
乳幼児期の保育はその後（少年期以降）の教育に大き
く影響することは事実である。保育を構成する養育・
保護・教育のうち，前の二つの要素は主に乳児期にお
いて，最後の一つが主に幼児期に行われる。ただし，
その割合は個々の子どもの発達状況に応じて変化しな
ければならない。乳幼児保育の専門性は，このバラン
スを個々の子どもの成長・発達において見抜き，その
必要性に応じた保育を実現できるところに成立してく
るのである。
社会全般における少子化傾向が，社会における育児
そのものに対する考え方を根本的に変えるものになり
つつある。つまり，それまで親子関係における私的な
問題であった「子育て」が社会全体の問題になり，保
育における専門家としての保育士の対応すべき問題に
なりつつある。その時に，保育士のもつ専門性はさら
にレベルアップすることが，社会的に求められている
のである。親が育児権を放棄するのではなく，人間と
しての育児が教育の重要な問題になり，親の教育権と
子どもの学習権を共に保障する専門家である保育士の
専門的活動に変化しつつあるのである。それゆえにこ
そ，少子化傾向の顕著になりつつある現在，保育士の
専門性は高いものにならざるをえないのである。保育
の専門性は「子育て支援」のための専門性だけではな
く，実の親が行う「子育て」以上の高度の保育全般に
おける専門的見識をもつ保育士による「子育て支援」
によって，「子育て」自体のレベルアップ（親にとって
も，子どもにとっても）に繋がるような保育士の実際
的能力が求められているのである。
個々の人間が自らの個人的人生におけるレベルアッ

プを目指すことが当然の現代社会において，次世代の
ための教育の基礎になる子育ての専門家である保育士
の具体的・実践的専門性に対する社会的要請はますま
す高くなりつつある。

5．「子育て支援」の必要性の有無
以上のような状況に置かれている現在，「子育て支

援」は「母親における子育てを支援する」というレベ
ルのものではなく，人間の種のレベルにおける次世代
を担うべき人間の育成という意味における「保育」が

必要になってくるのである。つまり，「子育て支援」は
個人の問題ではなく人類全体の問題であり，子どもの
学習権も人類の未来を支える基盤・人類の未来の文化
を形成するという意味における教育というレベルのも
のにならなければならない。
現在までの「子育て支援」はあくまで個人レベルで
の問題として考えられてきた。しかしながら，今後の
「子育て支援」は，人口問題だけでなく，社会構造，人
間発達，文化創造という多面的側面において進めてい
かなければならない。「子育て支援」は人類の次世代教
育の第一歩であり，今までとは異なった概念で捉えら
れなければならない。
子どもを親の所有物とみなすのではなく，人類全体
の新たな可能性を担う一員の育成という極めて重要な
問題になりつつあるのである。「子育て」は個人の私的
な問題ではないからこそ，専門家による「子育て」が
必要であり，それは母親の「子育て」を補助するとい
う意味での「子育て支援注 11)」ではなく，母親の「子
育て」を導くことによって「より優れた」次世代育成
を実現する基礎を育むのである。次世代育成という意
味を含みもつ「子育て支援」は個々の親レベルの「子
育て」を超えた専門的理念に導かれなければならない。
それは人間という種の存在の確保と発展を目指すもの
でなければならない。
以上のような新たな側面をもつ「子育て支援」とい
う概念は，「子育て」自体が新たな目的をもつことに
よって成立する。それゆえにこそ，保育士の専門性は
その目的においても，内容においても，実践において
も，はるかに高い専門性が求められることが予想され
る。今後さらに進むと考えられる少子化社会において，
保育士に求められる役割の多様化と重要性は，はるか
に高い専門性を基盤にすることによってはじめて成立
するものであり，そのための保育士養成のあり方の再
検討や専門性のレベルアップのあり方を確立すること
が求められるのである。

6．「子育て支援」の新たな側面

（1）これからの児童中心主義教育を進める要素
少子化社会を迎え，児童中心主義教育の根本的な考
え方の改革が必要になってくる。ルソー（J.J. Rousseau,
1712～1778）により導かれた児童中心主義教育の考え
方は，民主主義社会の発展に応じて進化してきた。現
在，この民主主義社会の基本的構造が変化しようとし
ている。つまり，近代民主主義社会の発展は個々人の
権利の拡大とその充実を目指しながら実現されてきた。
それは個と集団（個人と社会の調和的発展）という基
本的方向性をとりながら実現されてきた。
しかしながら，現代社会はこのような個と集団の関
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係が根本的に変化し，個がその主体性を拡大し社会を
個のための社会へと変化させようとする異質な社会構
造をとろうとしている。個と社会の調和の根本的バラ
ンス注 12)が従来とは異質のものへと変化しつつある。
このような民主主義注 13)の基本的考え方の変化が
児童中心主義教育思想にも影響を与えているのである。
その結果が，少子化現象なのである。子どもを親の都
合で出産し，教育することは必然的に少子化に繋がる。
次世代のための教育という人類が常に続けてきた教育
理念が自らの世代の（さらには，自らだけの）ための
教育へと変化することによって，次世代を自世代のた
めに役立てることの正当性を暗に主張する考え方が，
現代社会のとりわけ先進諸国の人民にあらわれつつ
ある。
被教育者の成長・発達を第一の教育的要素と考える
児童中心主義教育思想の基本的考え方が根本的に崩壊
することによって，親に都合のよい形で進められる新
たな児童中心主義教育が教育全般に広がりつつあるこ
とは否めない。このような新たな児童中心主義教育に
基づく「子育て」は親の自然の意識によって実現して
いくことができない注 14)。保育の専門家である保育士
の存在の必要性は極めて大きいといえる。しかも，親
がその教育権を委託できるだけの信頼のできる高い専
門性をもつ保育士の存在が求められているのである。

（2）新たな「親意識」の成立
生理的早産に基づく育児の必要性は人間の種として

の存在を成立させる基本的条件である。その条件を実
現させるために，人間は自らの子孫である子どもに対
して教育愛（母性愛）をもつのであり，それこそが「子
育て」を成立させる基礎条件である。しかしながら，
人間社会の進化・発展により，人間の理性化が進み，
理性的にあらゆることを捉えることによって人類の文
化が進歩を遂げてきた結果，人間は自らの子どもに対
する教育愛やそれに導かれる「子育て」自体をも理性
的に把握しようとするようになり，その結果，本能と
しての教育愛である母性愛を徐々に失いつつある。こ
のような現状において，母親に代わりうる「子育て」
の専門職が必要になりつつある。
従来の保育士はあくまで実の母親の「子育て」を補
助する存在であり，「子育て」において中心的役割を演
じるのは母親であった。母親は自らの子どもに対して
「無私の愛」である母性愛を本能的にもつ存在であっ
た。しかし，人類社会の発展により，人間存在全体が
理性化し，母性愛自体が理性的に分析されるようになっ
てきた。その結果，実の母親による「子育て」が子ど
もにとって絶対的なものではなくなるとともに，母親
が母親としての立場と同時に他の社会的役割を演じる

立場に変わり，母親としての本能的母性愛だけをもち
「子育て」することが不可能になってきたのである。
以上のような母親の立場の変化に伴い，保育士の立
場や役割も変化してきているにもかかわらず，その社
会的評価が従来と変わらないという矛盾を保育士とい
う職業はもっているのである。このようなことについ
て次のような視点で考察していきたい。

1）「親意識」が導く「子育て支援」欲求
親という立場は子どもの誕生と同時に成立する立場
であり，その立場は同時に育児という必然的活動に入
ることをも意味している。「子育て」は基本的に親であ
るという意識から成立する母性愛に基づく育児として
あらわれてくる。あらゆる事柄を理性的に判断し，考
察する現代社会において，「子育て」についてもその傾
向は否めない。そこで，保育の専門家である保育士の
重要性があらわれてくるのである。しかし，保育士に
求められるのは母親の「子育て」を補助するための保
育であり，そのような状態が長年続いてきた。男女共
同参画社会の進展に伴い，女性の社会進出の活性化が
実現し，「子どもを産み，育てる」という役割の意義が
相対的に低下してきている。
現代の女性は出産・育児についても，理論的・理性

的に判断し実行するようになってきた。その結果，「子
育て」の質のレベルアップをも求めるようになりつつ
ある。保育士に対する要求の多様化である。保育所に
単に子どもを預かってもらう託児所的役割だけを求め
るレベルから乳幼児教育の専門機関としての質の高い
レベルの保育を実現することを求めるようになってき
ているのである。教育の初期の段階に行われる保育の
重要性を評価するようになりつつあるのである。
「子育て支援」という欲求は，これらのさまざまなレ
ベルの「子育て」の質のレベルアップを委託するもの
であり，その相手こそ保育士なのであるが，保育士が
このような多様な保育欲求に十分に対応できる能力を
もつ現状には至っていない。そのような状態を実現す
るためには，保育士養成の充実と同時に保育士の待遇
改善が実現されなければならない。

2）「子育て支援」欲求を成立させる要素
a．保育士の専門性
教育に関する職業の専門性については，その資格課
程を通じて得られる専門性とその職業実践の過程を通
じて得られる能力から成立する。基本的には教育職は
何年もの教育実践を通じてその専門性を形成していく
のである。しかしながら，保育士の早期離職率は極め
て高い注 15)。その原因は基本的には待遇の低さと多忙
さによるとされているが，そのような状態を生み出し
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ているのが，保育士の専門性が評価されていないこと
によると考えられる。
保育士の専門性は養成段階よりも，職業実践の過程
で成立してくるものであるにもかかわらず，職業実践
の期間が短いということは専門性のレベルアップが実
現しないことに繋がるのである。それこそ，社会的に
保育に対する専門性の理解がなされていないからであ
る。
保育を構成する養育・保護・教育のうち，養育と保
護はすべての親が行っていることであり，保育そのも
のが専門性の概念に属さないと考える人々が極めて多
いのである注 16)。教育的な成果に対する評価は小学校
教育以降においてしか行われていない。例えば，保育
所，幼稚園レベルでの保育実践の成果はその後の教育
段階においてはじめて評価されるのであり，保育所，
幼稚園における保育の成果としての評価はなされない
のである。
このような現状において，保育士の専門性の評価と

それに見合う待遇改善こそ緊急の改善課題である。
b．親と保育士の信頼・尊敬
保育士に対する社会的評価の低さは専門性のレベル
の低さに繋がり，さらに，親の保育士に対する信頼・
尊敬の低さの原因になっている。保育士の仕事は親に
よる「子育て」の支援であるという発想は，「子育て」
の主体はあくまで母親であり，その支援を行う保育士
という構造をとっている。保育士の専門性のレベルアッ
プによって，親の保育士に対する信頼と尊敬の意識が
その背景に成立することによって「子育て支援」はよ
り大きな成果を上げることができる。
親と保育士の連携は「子育て支援」において不可欠
であり，親と保育士の連携こそ相互信頼と相互尊敬に
よって成立するのである。親子の間で行われる育児は
一対一の関係であり，それぞれの子どもに必要な保育
を親の判断で行うことによって成立する。保育士と子
どもの間で行われる保育は保育士のそれぞれの子ども
の独自性に応じた固有のかかわりによって成立する。
それゆえにこそ，保育士の専門性は個々の子どものも
つ性格・能力・発達段階に応じて対応できるという具
体的保育実践において実現されてこなければならない。
それゆえ，保育士は保育実践を通じて個々の子どもを
把握するということを行う専門家であることが第一に
求められる。このような意味において，保育士の専門
性は極めて高いレベルの専門性であり，それこそ，保
育実践を通じて養われる専門性なのである。
現状では，このような保育士の高い専門性が成立す
る前の段階で保育所を去ってしまうという状況が極め
て多いのである。このような意味において，保育士の
待遇改善は差し迫った課題であるということができる。

c．保育士の社会的地位の確保
生理的早産による育児は本来人間の種としてもつ本

能的愛である母性愛によって実現されるものである。
しかしながら，社会の発展に伴って種としての本能で
ある育児を補うべき保育の必要性が現われてくること
によって，その保育に従事する専門職である保育士の
存在の重要性が高まりつつある。それは保育に続く教
育の重要性が認められ，その教育の最初期における保
育を見直そうという立場が評価されるようになってき
たからである。
単に女性の社会進出のための職業としての保育士で
はなく，乳幼児期の保育実践を行う専門職としての保
育士という社会的地位の確立がなされなければならな
い。次世代を担うべき教育の最初期における乳幼児期
の保育の重要性，さらには，その乳幼児期の保育実践
も専門家である保育士という職業の社会的必要性を社
会全体で認め，評価していかなければならない。それ
こそが保育士の社会的地位の確保の前提である。
一時的な職業としての保育士ではなく，生涯にわた
り研鑽を続けながらその専門性を培っていくことが必
要な専門職としての保育士という社会全体での認識が
広まらなければならない。

3）「子育て」の新たな目的
「子育て」の目的は自らの子孫を産み育てる前提であ
り，人間としての種の本能によって成立する考え方だ
けで終わるべきものではない。「子育て」は個人の問題
であると同時に，人類全体の問題なのである。それは
人間が明確な自己意識をもつ社会的動物になるという
存在であり，人間社会において何らかの役割を担うこ
とによってのみその存在が意味をもつ存在になるから
である。カント（I. Kant, 1724～1804）の『教育学講
義』における「人間は教育を必要とする唯一の被造物
である 2)」という言葉が示す人間にとっての教育の必
要性は単なる個人の問題ではなく，「人間は教育によっ
てはじめて人間になることができる 3)」という明確な
自己意識をもつ社会的動物になるという意味なので
ある。
このように理解するならば，「子育て」は自分の子ど

もを育てることだけを意味するのではなく，次世代に
おいて人間としての役割を演じる社会構成員を育成す
ることでもなければならない。つまり，子育ては決し
て個人の問題ではなく，人間社会全体の問題なのであ
る。それゆえにこそ，「子育て」は保育の専門家である
保育士の高度な専門性に導かれて実現されていかなけ
ればならない人間という種の問題なのである。

田井

65



（3）一世代の一員としての意識
現状において，「子育て」という概念は個人的・私的

な概念として理解されている。それゆえ，自分にとっ
て子どもが必要かどうかという意識で考えることが多
いがゆえに，少子化問題は社会問題であり，しかも，
自分個人とは無関係の問題であるという捉え方をする
人が多い。自分が社会構成員であり，次世代に対して
既存社会を発展させていかなければならない責務があ
ること自体を認識していない人間が極めて多い。つま
り，人間が明確な自己意識をもつ社会的動物であると
いう根本的あり方を考えると，「自らが世代の一員であ
り，社会的役割を果しつつ生きていかなければならな
い」という人間の本質を無視した生き方を多くの人間
が行っていることになる。
「子育て」や「子育て支援」はまさに個人の問題であ
るとともに，社会構成員の義務として認識されなけれ
ばならないのである。例えば，女性が出産を機に退職
することによって失われる損失が 1兆 2千億円になる
という報道によって，「子育て支援」の必要性を考える
人がいると同時に，子どもを産まない選択をする人々
も多数現われてくる。経済至上主義的イデオロギーの
蔓延している現代社会において，利己主義化していく
人間は極めて多いのである。経済学者は個人の利己主
義化傾向を極めて軽視しているが，現実の一般的人間
は個人の経済的有益性を前面に出すことが一般的傾向
になっている。
明確な自己意識が経済至上義的イデオロギーの影響
によって，既存社会の構成員としての側面よりも，「個
人の利益」により大きなウエイトを置いて考えるよう
になっているのである。既存社会の一員としての意識
や世代の一員としての意識が個人としての私的な欲求
の背後に押しやられてしまい，利己主義化傾向が非常
に強くなっているのが，現代社会の一般的傾向なので
ある。
「子育て」や「子育て支援」をこのような社会的レベ
ルでの問題として捉えるとともに，「自分個人の利益」
という行動基準を「社会全体の利益」という行動基準
に変化させていく道徳教育を教育実践全体において実
現していくことが必要である。
「明確な自己意識をもつ」存在である人間にとって，
その自己意識を導く理性の方向性の教育こそ道徳教育
であり，それが現代社会において最も遅れていること
は否めない。個人の自由は個々人の理性によって正し
い方向に進んでいく自由であり，正しい方向を選択す
る自由の基準になる善悪の基準は道徳教育によって導
かれなければならない。
今後の「子育て」及び「子育て支援」を正しい方向
に導く道徳教育の充実が望まれるのである。

注
注 1） ポルトマン（A. Portmann, 1897～1982）によって，
人間の誕生はこのように呼ばれた。さらに，ここに人
間としての種の特徴である「長い成長期」と教育可能
性が成立することが指摘された。田井康雄編『不確実
性の時代に向けての教育原論―教育の原理と実践と探
究―』学術図書出版社，2013年。

注 2） 母性愛は，哺乳類，鳥類，一部の爬虫類に見られ，
それぞれの種の存続に不可欠の役割を演じている。

注 3） 近年，実の母親による虐待が急増してきているの
は，社会全体が理性化し，経済至上主義的イデオロギー
の広まりに伴って，育児における理性化が起こってきて
いるからである。理性的に自らの新生児を見れば，か
わいい要素は極めて少ない。母性愛があるからこそ，
生理的早産として生まれてきた人間という種の保存が実
現しているのである。

注 4） 逆に，発展途上国で少子化に悩んでいる国はない。
注 5） 他人の権利を代行するとき，権利を委託する側が
代行する側の能力や専門性を信頼することができると
ともに，その代価を正当に評価し，双方がその権利の
委託・代行を認め合うことができる状態が成立してい
るかどうかによって，その意義が大きく変化する。

注 6） 保育士の保育活動の基礎には，このような母性愛
が含まれている。人間という種の本能に導かれた母性
愛である。それゆえ，保育士は女性だけの職業という
ことにはならないのである。

注 7） 少子高齢化，育児放棄等経済至上主義的イデオロ
ギーに導かれたさまざまの現象が生じてきている。

注 8） 保育士だけでなく，一般的な教師は親の教育権と
国の教育権を代行し，子どもの学習権を保障する専門
職であり，教育権保持者，および，学習権保持者の信
頼と尊敬に基づいてその専門性が成立する。

注 9） 権利主義と経済至上主義的イデオロギーの蔓延し
ている現代社会において，個人にとって子どもを産み
育てることは必ずしもプラスにならないという考え方
をもつ人が多い。

注 10）小学校以降の教育を教育とみなし，それ以前の教
育（保育）は小学校教育のための準備としか考えない
のである。「お受験幼稚園」という名で呼ばれた幼稚園
も，幼稚園教育の充実ではなく，小学校教育のための
幼稚園教育という考え方であることは否めない。

注 11）「子育て支援」という概念は，母親が主体性をもっ
た子育てを行い，それを他者が支援するという意味で
あるが，そのようなレベルの問題ではなく，母親の子
育てを保育の専門家である保育士がその専門的見識に
よって導き，「より優れた次世代育成」を実現するとい
う新たな意味をもつ概念にならなければならない。

注 12）従来は個と社会の調和的発展においてそのバラン
スが実現してきたが，個々人の権利欲求の飛躍的拡大
によって，個のための社会，個人を支え，繁栄させる
ための社会制度という考え方が前面に出されるように
なりつつある。

注 13）自由と平等のバランスにより成立してきた民主主
義社会の理念が，自由により大きなウエイトが置かれ
ることにより，「弱肉強食」という自然界の摂理が民主
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主義社会においても大きく機能し始めていることを否
定することはできない。

注 14）生理的早産で誕生してくる子どもに対する母性愛
に基づく育児が成立しにくい状況において，児童中心
主義教育を意図的に進めていく専門職としての（乳幼児
教育専門家）保育士が必要になってくるのである。

注 15）厚生労働省「保育士等の現状」（第 1回保育士等確
保対策検討会，資料 4）の調査では，保育士の離職率は
10.3％となっている。

注 16）養育と保護においてその専門性が評価されるのが，
発達障害児の子どもに対する保育である。小・中・高
における特別支援教育は重要視されつつあるが，幼稚
園や保育所における発達障害児の支援についてはほと
んど問題にされていない。
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ABSTRACT

Some thoughts concerning the basic principle
of ‘support for child-rearing’

Yasuo Tai

Department of Childhood Education, Faculty of Human Sciences, Kyushu Sangyo University

In this aging society, the importance of ‘support for child-rearing’ has been brought up. But without
considering the meaning of ‘child rearing’  deeply, the importance and the necessary expertise of
‘support for child-rearing’ will not be evaluated.

Considering this situation in recent society, I’ll make up the opportunity to improve the way of
‘support for child-rearing’ by not only elementally thinking of the cause of the falling birthrate and the
change of the meaning of ‘child-rearing’, but also examining the elements of ‘child-rearing’ and the new
sides of ‘support for the child-rearing’ from now on.

Key words: child rearing, support for child-rearing, expertise
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